
（報告事項２）

肝炎デー及び
今後の普及啓発活動について

資料３
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（１）ＪＲ広島駅北口での啓発活動【２年ぶりの開催】

• 実施日：令和４年７月28日（木）9時30分～11時00分

• 実施内容：受検勧奨のウェットティシュチラシ等の啓発資材を配布（配布部数1000部）

• 結果・考察：令和４年８月末時点での肝炎ウイルス検査受検者数は，３８５名であり，令和３年と
同等の件数（413件）であった。肝炎ウイルス検査の受検率が向上するように取組みを続けたい。

配布資料
・気がつかないうちに肝がんに！？
・セミナー案内
（職域における肝炎対策セミナー・
市民公開講座（広島大学病院主催））
・肝炎クイズ
・ウェットティシュ
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（２）研修会の開催

①病院協会研修会【新規】

• 実施日：令和４年７月25日（月）16時30分～16時45分

• 実施内容：病院協会主催の研修会に参加し，広島県内の病院長または診療部門責任者，医療
安全責任者等を対象に三者協定で作成した肝炎ウイルス検査陽性患者を専門医受診に繋げる
ためのツールや結果通知書を紹介した。（パッケージツール：250部配布）

• 参加人数：１９５名（５３施設から申込）

• 結果・考察：参加した医療機関よりパッケージツールの申し込みが１件あった。
医療安全への取り組みの一環として，肝炎ウイルス検査結果をきちんと伝えることは重要であ
るため，次年度以降も積極的に取り組む。
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（２）研修会の開催

②職域における肝炎対策セミナー【令和３年度より継続】

• 実施日：令和４年７月２９日（金）14時00分～15時00分（WEB）

• 実施内容：広島産業保健総合支援センター主催の元，広島大学病院と共催により開催した。
人事・労務担当者，産業保健スタッフ，労働者，医療関係者を対象に疾患や両立支援，受検勧奨の
重要性や助成制度に関する講演を実施した。
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• 参加人数：８０名（３７施設，うち人事・労務担当者１０名）

• 結果・考察：今年度は人事・労務担当者をメインターゲットとし，
広島県商工労働局が配信しているメールマガジンやteamがん
対策登録企業宛のメールマガジンなどへ開催案内の掲載を依
頼した。（令和３年度は産業医をメインターゲットとした。）
参加者からのアンケート結果では５０名（回答者５２名）が「有
益・概ね有益である」と回答，次年度以降も引き続き実施した
い。



（３）NHK「おはよう中国」ラジオ放送【新規】

• 実施日：令和４年７月28日（木）午前7時45分～午前7時58分

• 実施内容：ラジオ出演し，日本肝炎デーの周知や肝炎ウイルスについて正しい知識の普及，
肝炎ウイルス検査の受検促進

●（４）～（８）広島県が実施している広報活動内での取組み●

（４）知って，肝炎プロジェクト「行こう、肝炎検査！！」動画放映【継続】

• 実施期間：令和４年７月１日～８月３１日

• 場所：マツダスタジアム大型ビジョン，広島産業会館（西館ロビー），ふくやま産業交流館（エント
ランスホール及び情報コーナー）

（５）ポスター（A2）掲示(右図) 【新規】

• 実施期間：令和４年７月１日～８月３１日

• 場所：広島イオンモールOUTLET ２部
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（６）マツダスタジアム球場での啓発活動【継続】

• 実施日：令和４年６月28日（火）15時～16時30分

• 実施内容：広島東洋カープ観戦者に対して，啓発資材を配布（配布部数：1500部）

• 結果・考察：6/28に肝炎クイズの回答した者は３名だった。
肝炎クイズの回答率向上には景品などのインセンティブが必要であると考えられる。
他課と合同で行ったため，配布資材が多くなってしまった。
次年度以降も実施できた場合は，配布資材の工夫を行う。 配布資料

・気がつかないうちに肝がんに！？
・肝炎ウイルス検査を受けんさい！
・肝炎クイズ（左図）
・肝炎ウイルス検査委託契約医療機関
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（７）広島県発行領収書（レシート）への掲載【新規】

• 実施日：令和４年10月～令和５年３月

• 実施内容：手数料徴収時の領収書（レシート）に，「県からのお知らせ」として，肝炎ウイルス検
査について掲載

県からのお知らせ
日本肝がん死亡者数の半数以上は肝炎ウイルスに感染に起因します。
自分のために家族のために，一生に一度は肝炎ウイルス検査を受けましょう。
広島県肝炎対策で検索
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（８）広島県発行「人権だより（令和４年版）」へ掲載【新規】

• 実施内容：広島県が発行している「人権だより（令和４年版）」に「肝炎患者等の人権尊重のため
にできること」を掲載

• 配布部数：２１，０００部

• 配布先：各市町図書館や各学校（小・中・高・大学・専門学校）等に配布
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（９）特任肝疾患コーディネーター連絡協議会

• 実施内容：特任肝疾患コーディネーター連絡協議会でポスターを作成し，各医療機関で掲示

（広島大学病院での活動内容）
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総括
・新型コロナウイルス感染症の影響により，近年普及啓発活動を自粛していたが，
今年度は感染症拡大防止に努めながら，活動を実施することができた。

・ウェットティシュやポスターは，普及啓発活動を実施するために，
必要な資材であるため，今後も作成する。

〇今後の課題〇
・啓発の目的を明確にし，資材を配布を行う。
（受診勧奨を行いたいのか，正しい知識の普及啓発活動を行いたいのか等）

・肝臓週間だけではなく，年間を通しての普及啓発活動を実施する。
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